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SDGs－持続可能な開発目標
～ 2030年の世界の姿 ～

進捗レビュー
（法的義務なし）

2030年への
世界目標

17目標
169ターゲット

232（244）指標

全ての国・企
業等の主体に
普遍的に適用

世界の変革 だれ一人取り残
されない



ミレニアム開発目標
（MDGs）の未達成課題

新たな社会現象と
不安定化する世界

SDGsの3つの背景 地球システムの限界
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2015年を目標年とした国際開発目標（ミレニアム開発目標、MDGs）の未達成課題

© 蟹江憲史（慶應大学）・国谷裕子（キャスター）



悲鳴を上げる地球環境

Steffenら、2015,
Scienceより作成

⇒ 環境問題の「量」と「質」の変化
身近な環境問題から地球変動の
課題へ
Cf.「人類世（anthropocene）」
(Crutzen 2002)

気候変動

成
層
圏
オ
ゾ
ン

の
減
少

大気中
のエア
ロゾル
負荷

海洋の酸性化
生物化学的循環

淡水利
用量
の増大

土
地
利
用
変
化

生物圏の変化

窒素負荷

リン負荷

遺伝的多様性
の減少

種・生態系
多様性の減少

新しい化学物質
の増加

限界を超えた危険な状態
限界を超えつつある状態
限界内で安全な状態
限界が不明

Planetary Boundaries －地球システムの境界

朝日新聞2016年4月3日朝刊



6このままの成長パタンでは地球がもたない!!

人間が地球をかえる：1950年から右肩上がりが急加速
社会経済的な傾向 地球システムの傾向
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社会システムの変化と不安定・不確実性

広がる格差

パンデミック現象 移動するひとびと
（難民・移民） 国際テロリズム

21世紀的な社会・世界動向に対応した課題解決が必要

約30億人のインターネットユーザー
（世界の世帯の44％）

約70億人の携帯電話利用者
約10億人のFacebook利用者

© Norichika Kanie



目標、ターゲット、指標の例－日本の課題を国際基準で考える
目標1 あらゆる場所のあらゆる形態の貧困を撲滅する

1.1 2030年までに、現在1日1.25ドル未満で生活する人々と定義されている、極度の貧困をあらゆる場所で撲滅。

指標（案）：性別、年齢、グループ、雇用状況、地理的（都市・農村）ごとの国際貧困ライン以下にある人口割合

1.2 2030年までに、各国の定義に従ってあらゆる次元の貧困状態にある、あらゆる年齢の男性、女性および子ども
の割合を少なくとも半減させる。

指標（案）：性別と年齢ごとの国内貧困ライン以下で生活する人口の割合；

国の定義によるあらゆる次元からの貧困状態にある男性、女性、子供の割合

1.3 最低限の基準を含む、各国における適切な社会保達成障制度および対策を実施し、2030年までに貧困層およ
び脆弱層に対し十分な補償をする。

指標（案）：性別、distinguishing children、失業者、高齢者、障がい者、妊婦、新生児、業務上負傷者、貧困状
態や脆弱状態にあるなかで社会保障制度の適用を受けている人々の割合

1.4 2030年までに、すべての男性および女性、特に貧困層および脆弱層に対し、基本的サービスへのアクセス、
オーナーシップ、および土地や他の形態の財産、相続財産、天然資源、適切な新技術やマイクロファイナンスを含
む金融サービスの管理だけでなく、経済的資源に対する平等な権利も保証する。

指標（案）：基本的サービスのアクセスを有する世帯人口の割合；法的に認知された書類など土地所有権を有
する総成人人口の割合（性別、所有権別に）

1.5 2030年までに、貧困層や脆弱な立場にある人々のレジリエンスを構築し、気候関連の異常気象やその他の経
済的、社会的、環境的な打撃や災害に対するリスク度合いや脆弱性を軽減する。

指標（案）： 100,000人あたりの災害による死亡、不明、被害者数；世界のGDPに関する災害の直接的経済損
失；国内と地域の災害リスク削減戦略を有する国数

1.a あらゆる次元での貧困撲滅のための計画や政策の実施に向け、後発開発途上国をはじめとする開発途上国に対し、適切かつ予測可能な手
段を提供するために、開発協力の強化などを通じて、さまざまな供給源から多大な資源の動員を確保する。

指標（案）：政府が直接的に貧困削減プログラムに配分した資源の割合；政府が公益事業に支出した割合（教育、健康、社会保障）

1.b. 貧困撲滅のための行動への投資拡大を支援するため、国家、地域および国際レベルで、貧困層やジェンダーに配慮した開発戦略に基づく適
正な政策的枠組みを構築する。

指標（案）：特に女性、貧困層、脆弱層を対象とする政府支援の割合

貧困、こどもの貧困解消は
国際約束



9
2017年度環境白書より

新しいアプローチ
包括的な目標

課題が芋づる式につ
ながってくる

David Griggs, Kanie et al. ‘Sustainable Development Goals 
for People and Planet.’ Nature (Vol 495, 21 March 2013). 
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12.3 2030 年まで
に小売・消費レベルに
おける世界全体の一
人当たりの食品廃棄
物を半減させ、 収穫
後損失などの生産・サ
プライチェーンにおける
食品の損失を減少さ
せる

2.1 2030年までに飢餓を撲滅…
2.2 2030年までにあらゆる形態の
栄養失調を撲滅…
2.4 2030年までに持続可能な食
糧生産システムを確保…

4.7 2030年までにすべて
の学習者が持続可能な開発
を推進するための知識とスキ
ルを獲得…

6.4 2030年までに、全
セクターにおいて水の利用
効率を大幅に改善…

8.2 多様化、技術向上および
イノベーションを通じた高いレベル
の経済生産性を達成…
8.4 2030年までに消費と生
産における世界の資源効率を
漸進的に改善…

9.4 2030年までに資源利用
効率の向上とクリーンな環境に
配慮した技術および産業プロセ
スの導入拡大を通じ、インフラ
の改良や産業の改善…

13.2 気候変動対策を、国家
の政策、戦略および計画に組み
込む

17.14 持続可能な開発のための政策
の一貫性を強化…
17.16 マルチステークホルダー・パート
ナーシップを促進…
17.17 効果的な公的、官民、市民社
会のパートナーシップを奨励・推進…

12.2 2030年までに天然資
源の持続可能な管理および効
率的な利用…
12.5 2030年までに予防、リ
デュース、リユース、リサイクルによ
り、廃棄物の発生を大幅に削
減…

目標は相互に関連し合う（総合的解決へ向けた政策調整必要）

調整

効果

効果

効果

同時達成

同時達成

© 蟹江憲史（慶應大学）・国谷裕子（キャスター）



新しいしくみ
目標ベースのガバナンス⇔ルールベースのガバナンス
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国際条約 (例－気候変動枠組条約)
⇒ 国際ルールをつくるガバナンス

野心レベルの提示からスタート（バックキャスティング）
実施メカニズム・法的拘束力はなし（各主体が自由につくる）
 モニタリングと評価のみ

できることの積み上げ式で
必要なアクションがとれず（フォアキャスティング）

これまで
主流

SDGs

パリ協定実施でも
脱炭素目標とは大
きなギャップが！

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=COP15+objection&source=images&cd=&cad=rja&docid=6vD-PjCPXYB4wM&tbnid=eJeGLsijI2EUeM:&ved=0CAUQjRw&url=http://luckybogey.wordpress.com/2009/12/09/the-elephant-in-the-room-at-cop15/&ei=DY-RUcaWLMSVkwX49oHwDQ&bvm=bv.46340616,d.dGI&psig=AFQjCNHrpVHfydV1FwLzk59hNKlP1tfKcA&ust=1368580227795799


第一次産業革命（18世紀末～19
世紀初）：軽工業機械化（蒸気機
関）
第二次産業革命（19世紀後半）：
石油、電力、重化学工業

第三次産業革命（20世紀後半）：
インターネット出現、ICT普及、自動化

第四次産業革命（21世紀）：コネ
クティビティ、IoT、極度の自動化

Society 1.0 狩猟社会
Society 2.0 農耕社会

Society 3.0 工業社会

Society 4.0 情報社会

Society 5.0 サイバー空間
フィジカル空間を高度に融合
で経済発展社会課題解決の
両立

Germany
Industry 4.0

World Economic Forum
第四次産業革命

科学技術基本計画
Society 5.0

ルール
ベースの
ガバナン
ス

目標
ベース
のガバ
ナンス
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新しいものさし
未来基準で測る

数字で測る（指標） 数字以外も測る



SDGsの実施状況:グローバル（国連）
 2017年7月、国連ハイレベル政治フォーラム（HLPF）を実施
 テーマ：Eradicating poverty and promoting prosperity in a changing world
 43か国の国別レビューと、7つの目標に関するレビュー（ 目標1、2、3、5、9、14、17 ）

 2018年HLPF
 テーマ：Transformation towards sustainable and resilient societies
 目標のレビュー：6、7、11、12、15、17

レビューの例（目標12：SDGs進捗に関する事務総長報告書E/2017/66）
 目標12の達成には、SCPに関する強固な枠組みが必要であり、有害化学物質や
廃棄物に関する国際法に準拠しながら、国やセクター別の計画、ビジネスの慣行や消
費者の行動の統合が必要。

 経済成長と自然資源利用を分離させることが重要。しかし、グローバルレベルでみた
状況は良くない。国内の材料消費量(経済的プロセスで利用された自然資源の総
量)は、2000年から2010年の間にGDP原単位当り1.2キロから1.3キロに増加。国
内総材料消費量も487億トンから710億トンに増加。特に東アジアで増加。
2019年 国連総会のもと首脳級レベルハイレベル政治フォーラム



2016年
５月２０日 総理を本部長、全閣僚を構成員とするＳＤＧｓ推進本部を設置
９月１２日 第１回円卓会議を開催
１０月１８日 実施指針の骨子を決定（推進本部幹事会決定）
１０月１９日 パブリック・コメントを実施（～１１月１日）
１１月１１日 第２回円卓会議を開催
１２月２２日 第２回ＳＤＧｓ推進本部会合を開催

実施指針を決定（推進本部決定）
2017年7月 ハイレベルポリティカルフォーラムにて日本レビュー発表

PPAP (Public Private Action for Partnerships)

第２回ＳＤＧｓ推進本部会合で発言する安
倍総理（2016年12月）（内閣広報室） 15

日本政府：これまでの主なプロセス



①あらゆる人々の活躍の推進 ②健康・長寿の達成

③成長市場の創出、地域活性化、
科学技術イノベーション

④持続可能で強靱な国土と
質の高いインフラの整備

⑤省・再生可能エネルギー、
気候変動対策、循環型社会

⑥生物多様性、森林、海洋等の
環境の保全

⑦平和と安全・安心社会の実現 ⑧ＳＤＧｓ実施推進の体制と手段

■一億総活躍社会の実現 ■女性活躍の推進 ■子供の
貧困対策 ■障害者の自立と社会参加支援 ■教育の充実

■有望市場の創出 ■農山漁村の振興 ■生産性向上
■科学技術イノベーション ■持続可能な都市

■省・再生可能エネルギーの導入・国際展開の推進
■気候変動対策 ■循環型社会の構築

■組織犯罪・人身取引・児童虐待等の対策推進
■平和構築・復興支援 ■法の支配の促進

■薬剤耐性対策 ■途上国の感染症対策や保健システム
強化、公衆衛生危機への対応 ■アジアの高齢化への対応

■国土強靱化の推進・防災 ■水資源開発・水循環の取組
■質の高いインフラ投資の推進

■環境汚染への対応 ■生物多様性の保全 ■持続可能な
森林・海洋・陸上資源

■マルチステークホルダーパートナーシップ ■国際協力における
ＳＤＧｓの主流化 ■途上国のＳＤＧｓ実施体制支援

【８つの優先課題と具体的施策】

People

Prosperity

Planet

Peace Partnership

ＳＤＧｓ実施指針の概要

 実施指針の付表において、関係省庁から提出された国内及び国外の１４０の施策を、
可能な限り具体的な指標と共に掲げた。 16

相星（2017.1）



SDGs「先進国」の特徴
－日本との比較において

 SDGs「先進国」は政策の統合実施、計画、評価
において「実質的」政策手段や省庁間調整プロセ
スを設置（ノルウェー、スイス、フィンランド等）
日本における政策列挙の現状とは大きく異なる

 予算化などによる政策誘導策を導入する国も（ノ
ルウェー等）

 パートナーシップ、ステークホルダーとの協働を強調

© Norichika Kanie
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内閣府地方創生推進事務局 自治体SDGs推進のための有識者検討会
 「地方創生に向けた自治体SDGs推進のあり方」
 地方創生に向けた自治体SDGs推進事業

30年度概算要求額11.8億円（新規）【先進事例創出】
 第7回「環境未来都市」構想推進フォーラム

自治体におけるSDGs推進
 北海道下川町（SDGsへ向けたフィールドワークツアー、9月）
 札幌市（シンポジウム、6月）
 滋賀県（SDGs推進シンポジウム、知事のコミット、

SDGsを軸とした次期基本構想策定検討、
滋賀版キャンパスSDGs）

 兵庫県豊岡市（シンポジウム開催、9月）
 北九州市（シンポ事務開催（6月））
などなど

SDGsと地方創生



• ソチ宣言（2013年11月1日、World Conference on Sport 
and Environment, IOC and UNEP）

- IOCに対し、環境や、より広範なサスティナビリティに関する要件が、
オリンピック開催のシステムや構造に組み込まれ、長期的なレガシー
として扱われるよう要求

- IOCやパートナー組織・団体が、ポスト2015年開発アジェンダ（＝
SDGs）の開発やプロモーションに従事し、さらに、オリンピック委員
会や体育協会がこうした活動に従事するよう奨励するよう要請

• 「オリンピック・アジェンダ2020」（Olympic Agenda 2020）：
「オリンピック競技大会のすべての側面」および「オリンピック・ムーブメ
ントの日常業務」に持続可能性を導入することを提言

• 国連総会：IOCはSDGsの達成とスポーツの関係に言及

19

SDGsとオリ・パラ



『持続可能性に配慮した運営計画 第1版』
の取り組み
I. 気候変動（ローカーボンマネジメント）

II. 資源管理

III. 大気・水・緑・生物多様性等

IV. 人権・労働・公正な事業慣行等への配慮

V. 参加・協働、情報発信（エンゲージメント）
20



仏教xSDG

• お寺という「場」を活用し
た活動のスケールアップ
地域コミュニティによる持
続可能な行動の拠点に

• 草の根活動をSDGsで
スケールアップ

• 「おさがり」として「おすそ
わけ」をする発想

21



IoTxSDG – 第4次産業革命

22

• 第4次産業革命は自律分散。協調的にするためには共
有されたビジョンや共通目標の存在が重要
→ そのための手段の一つがSDGs

• 第4次産業革命ではルールを超えた現実が起こってくる
→ その現実に一定の方向性／枠組みを与えるのが「目
標ベースのガバナンス」（SDGsはその代表）



大学xSDG
慶應大学
キャンパスSDGs。学生のSDGs認知度をあ
げるために、目標を記したステッカーを学内の
関連する場所に貼り、意識付けを行った。
駅伝チームのユニフォームにSDGアイコン

滋賀県内大学
県のSDGs取組に併せて、県内の大学も
SDGsに関する活動を始める

金沢工業大学
ビジネスアワードを創設。日本企業の中で
SDGsビジネスの成功事例推進企業を表彰
する制度



企業とSDGs



「CSR」での「表現」と見える化

エリクソンはマ
ネージメントレ
ベルでアンバサ
ダーを任命



2016年６月
１１か国語のマンガで
全世界のグループに呼掛けた
「SDGs １７目標の中から、
各人テーマを選び投稿しよう」

１００日間で世界中から６００５件の投稿

持続可能な社会の実現に私達に何ができるか
1人ひとりが考え投稿する

サステナブルツリー

福田（2017年6月7日）

住友化学：サステイナブルツリー、Sumika Sustaianble
Solutionsプロジェクトによる社内認知向上



課題
SDGsの認識はあがっているが、社員が
SDGsを理解する段階に至っているかどう
かは会社により濃淡。多くはCSR担当部
が推進（本業に入れるか検討中が多
い）。
報告書等で企業活動をSDGsに紐づけ
て表現するところが大多数。評価、行動の
改善にはいまだ至っていない。

経団連会員企業及び
CBCC会員企業1363社
対象アンケート調査



富士ゼロックスの例



「CSR」から本業へ

認証取得／
開発／使用
拡大

年次を決めた
目標設定

どうやって実現・両立するか？
• （例）NGO/NPOとのパートナーシップで
アカウンタビリティ向上

• 廃棄物や再エネ利用促進



東京海上：
保険証券発行省略推進でCSR
から本業へ

http://www.tokiomarinehd.com/sustain
ability/group_csr/sdgs.html



企業とSDGsの可能性
1. 企業活動とSDGsとの紐付け、社会と企業との関連の明確化

• 持続可能性に関する貢献、グローバルな貢献は思った以上に多い
• 途上国等の開発計画との紐付け
• 社内認知度向上

2. 目標達成へのポジティブな活動・ネガティブな活動の明確化
• ネガティブなインパクトを減らすための戦略・仕組み・技術の検討へ
• 目標検討、進捗計測指標検討：SDGsは目標へ向けた改善を重視。大

事なのは目標にどれだけ近づいたか。必ずしも現状がどうかということでは
ない！

3. 社内→業界→世界的（？）認証（or標準化）制度（SDGs
サポーター制度／表彰制度）構築

• 業界・国レベル・国際レベルでの標準化へ
4. SDGsリーディングカンパニーとしてのブランディング・宣伝効果

• 2017年日本政府がレビュー報告、2019年は国連での首脳級レビュー



2017  #32Nakicenovic 2017  #32Nakicenovic

Darum geht zu allen Völkern […] und lehrt sie alles 
zu befolgen was ich Euch geboten habe. 
Seid gewiss: Ich bin bei euch alle Tage bis ans 
Ende der Welt.

15年で変わる世界

Source: Campanale, Carobntracker
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